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この計画は、市民一人ひとりがその人らしく生活できる“豊かな人生”を目指します。
健康づくりに関わる行政・医療機関・教育機関・事業所等が互いにそれぞれの役割と機能を発揮
して、市民が健康づくりに取り組むための環境を整備するとともに、家庭・学校・職場・地域が
連携し個人の健康づくりを支え、元気で長生きできる社会づくりを進めます。 

基本理念

健康寿命の延伸

めざす姿

少子高齢化社会の進行
課題１

過去１年間の健康診査・検診の
受診状況は、栃木県の受診率よ
り低い状況です。

健康診査・検診による健康管理
課題３

歯科健診を受診している割合は
男女とも調査ごとに高くなってい
ますが、60～70歳代でかみに
くさを感じる割合が著しく高くな
っています。

オーラルフレイル予防
課題５

主食・主菜・副菜を組み合わせ
た食事や減塩の取組、野菜の摂
取について、男女ともに若年層
ほど低い状況です。

正しい食習慣の定着
課題２

30～50歳代でストレスを抱えて
いる割合が高く、ストレス感が
大きいほど睡眠による休養がと
れていない状況にあります。

睡眠とこころの健康
課題４

全国と比較して虚血性心疾患、
脳内出血の壮年期死亡が高い状
況です。

生活習慣病予防と重症化予防
課題７

全体的に男性では肥満傾向、女
性ではやせ傾向に分布されてい
ます。

適正体重の維持
課題６

栃木市の課題

計画の推進体制

医療・保健

福 祉

教 育

関係団体

企 業

行 政
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正しい健康情報を活用し、適切な生活習慣や定期的な健康診断を心がけ、地域の健康づく
り活動にも積極的に参加するなど、無理なく続けられる健康づくりに取り組みます。

健康づくりの活動や、相談支援を通じて、地域の人々の健康意識を高める活動を行います。

市民の健康を守り、支える中心的な役割を担い、また、専門性をいかした健康づくりに対
する技術や情報提供を行い、地域全体の健康づくりを支援します。

専門性をいかした健康づくりに対する技術や情報提供を行い、医療・保健分野とも協力し、
こころと身体の両面から健康を支援します。

こどもの頃から健康的な生活習慣や正しい知識を身につけ、保健教育や食育、体力づくり
を通じて、こころと身体の健康を育てる教育を行います。

健康に関する啓発活動や支援サービスの提供、地域や行政との連携を通じて、幅広い世代
の健康を支えます。

職場の健康管理や働きやすい環境づくりを通じて、従業員の健康増進に取り組みます。

健康増進のためのさまざまな事業を実施し、市民が安心して健康に暮らせる環境を整備し
ます。

■それぞれの役割

市 民

地 域

医療・保健

福 祉

教 育

関係団体

企 業

行 政

市民一人ひとりが、健康づくりに主体的に取り組むためには、学校や行政、事業所、関係団体等健康
づくりに関わる多くの関係者が、お互いに力を合わせて市民の健康づくりを支援する環境を整備する
ことが大切です。
そのため、計画の効率的・継続的な推進を目的に、相互の情報交換を進め事業の取組を推進します。
また、関係機関や行政は、お互い役割を持って推進していきます。
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急速な少子高齢化の進展による
人口構造の変化によって、社会
経済や年金、医療、介護等の社
会保障の負担など様々な問題が
懸念されています。
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